
〇 柬北支場

昭和4 〇年に伐採跡帥をレfトーザーにより WL ,牧草区を設け,アカマツを正方形,1 

列状,5列状,群状に植裁した。

柚栽,快式別の牧草収飛(林木の生育を畛調査している。

稲I栽4年目においても,まだ林木が小さいため植裁様式間の牧革収:&心ま差異はみられない〇 

アカマツの生育は野草区に対し牧草0がや、劣っている〇

4.昭和4 5年度の試験計画

。本 場

1. 試験放牧第3攵次となるので,とくに傾斜度と放牧牛の移動,採食,休依,行勃との関係 

をメモモーションカメラおよび観察によって明らかにするとともに,計画游によって,草の 

生疝および消齊量を測定する。なお,最終年(轉另I研究としては)にあたるので,土壌侵 

隐の状態•を詳細性記録する。

2. 放牧は前年どおり実行するが,丞度区の状態が昨年まで若干放牧IEの不足のようにみられ 

るので,本年はさらに圧力を強くする。草の生萍景と消費Jftおよび,7•カマッ稚苗C測定は 

前年に準ずる。

5.昨年のcowdayを目途として,本年の放牧を実行するが,開放期にはとくに留惹する。 

生帝歎およぴ消殁命,植裁木の生長に関する測定は統行し,また城木の測定は終牧を勘案 

して突行する。.貝型牧草地は草生»濺に応じて秋季に取扱いを決める〇

〇柬北支埸

前年度と冋樣,牧草性追肥,年3回刈り忙より収景を333?する。

また林木の生斉,牧華区と野韋区の根茎を比較御釦る。

本年をもって牧革の栽培を中止するが,試験地は保続し,5年後,1〇年後は•林木の成長状 

況を諏杏する予定である。
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15.モミ属主要病害の発生環境と防除

!試験担当者

本場保護都樹病研究室 魚住 正

北海道支埸保瑾部樹病研究室 松崎 淸一ほか

木曾分场保腫研究室長 浜 武人

2•試験目的

ウラジロモミ,シラべ造林址において,かんしゅ病およびてんぐす病の激舉,嚇が発見され,こ 

んご,亜髙山址帯の造林が過むにっれて大きな障害となることが予想される。したがってこれら 

主要捌害の籾原蘭について生理,生態的性價および,病者発生忙関与する話環境因子の究明を行 

ない,適切なる防除法の飛立を目的とする。

5•昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

主として富士山を中心とする凋贺ほよって次の諸点が明らかとなった。

! がんしゆ病,てんぐす純,アデロブス落葉病のはかに,新た忙熙粒がんしゅ痛と新磯性 

病害が界見され.それぞれ病原帝の同定が行なわれた。

2モミのがんしゅ科・た士山東推館の晟多南衆地域Iて限られ・また時姒的な囈と関係する 

ものと考えられる。

&てんぐす病は雷・土山北面に多く,主餘の极害木» 士成木の見込みがない,激害林Kおける裱 

密解析を実施中である。

4. 黒粒がんしゅ病はシラベの天然生幼樹に限られる.陰毆環境を必要とするようで,裸地造 

林では発生しないものと思われる。

5. W!なに発見された落葉(葉枯)性痛害は,おそらく日本特皆•の蘭によるものと考えられ, 

現在その生恕,発生環境警調杏中である。

0北海道支場

①トト‘マツがんしゅ舗

本病の発生訪因として,傷,凍害,土培凍結’,あるいはトドマツオオアブラムシの寄生な 

どが明らかとなった〇これらは宿主の樹勢低下作関連あるものと思われ,その場合作•どの
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4.昭和4 5年度の試験計画

。本 場

1. がんしゅ病の発生務因別査のため前年度設ffltした富士山発病灿域内外における試験林をソ 

杏する。

2. てんぐす病の被害解析を行なう。

3. 新落葉性痍害の発枷稀過(生態を禮資する。

ようにして曹が発病させるのかが問函となった。おそらく,幽tトドマツ樹皮上に常時腐生 

的に生存しているものと推定し,これの確認をいそいでいる。時期別に,一見健全とみえる 

明度と度目から低温で分辩を統け・ているが,確実に本期菌が分雌されることが渐く領らかと 

なった。樹勢の低下の指樑として,比救膨秘がどの程度適応できるかについて,時期別に 

調秀を行なっている。菌の侵入についても検対している。

② トドマツてんぐ巣病

A 4年度は核害の実態調査をおこなったが,意外｝1発生の多い埸所があり,樹幹に発生し 

ているものもみられた〇中間寄生はほとんと.見いだされないことから,本蘭の生活史の究明 

伝染法の 袍が必要である。

③ トドマツ嗣枯性統害

4 4年度は玲原菌の蒐集,同定,分蛭,病原性についての就験を行なった。

④ フブシディウム雪ぐされ病

本痛が道内各坦の幼令造林她および1苗畑に発生していることを確めた。

〇木倉分場

ウラジロモミ,モミなどに寄生するてんぐす病と,アデロブス落葉籾に関する研究を行なっ 

た。てんぐす拘については,発生環境諷森結果,ウラジロモミ幼,壮令造林地作かなり発生し 

ている病害であり,主敬部発生型では生長波退が顕著であり,時に枯死する場合もあることが 

判明した。なお同病々患部を解剖親察結果,病患部の異常肥大は仮導管及び随線細胞の異常域 

大Kよるものであることがわかった。

アデロブス落葉输は県内各她の亜高山地帯天然林に広く発生していることがわかった。そし 

て,本病はウラジロモミ,シラペ,オオシラビソを供試した接種試験結果,健全枝には発折が 

なく ,半枯死全跡にのみ発病したところから,健全木を侵す病原性はなく,気条その他の面 

因で奏翳した半枯死もしくは枯死したものにのみ発生する病害であることがたしかめられた。
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〇北海2I支場

① 〜③4 4年度の魅続。

② はとく K病原菌の生活史.とくにさび臉子で伝染がおこりうるかどうか田皿点をおいて実 

酸を行なう。冋時に本州でウラジロ疋ミのてんぐ巣病苗とfacetちかうかどうかも検討を加 

える〇

〇木钟分埸

ウラジロモミ他のてんく •す病については,名・地の発痛地について発生瓊境諏奋を行なうEも 

に,接商就験を実於iして発病粮作を追究する。なお裱窖病患部の解剖もさらはすすめる。

ウラジロモミ他のアデロプス落葉病«ついては,病原菌の生活史についての追突を行ない,防 

除法の千がかりを得る〇 ・
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